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 ＊名古屋大学と京都大学では融合的に活動を行っているため、各大学より提出する実績報告書で

は、研究項目、図などは通し番号とした。  

 

２．業務実績の説明 

 体制面では、前年度公募した人文学研究科附属人文知共創センターの助教として鄭弯弯（文化情

報学）が 2023 年度４月１日に着任し、研究面はもとより、従前からの事務補佐と協働して運営の一

端を担うこととなり、それにより、班活動や、諸々の企画を含め、プロジェクト全体がさらに円滑に

遂行されるようになった。また、本プロジェクトの理論的柱の一つであるアクターネットワーク理論

を担当する金信行（社会情報学）は、申請段階では学生であったため「研究協力者」として参画して

いたが、2023 年 4 月より職を得、研究者番号を取得したことに伴い、あらためて「研究分担者」と

して参画することとなった。これにより、プロジェクトのメンバーは総勢 24名となった。 

プロジェクト全体の活動としては、全員参加の研究集会を２回開催したほか、各研究班の会議、グ

ループリーダーによる打ち合わせを行い、各研究班の連携によるワークショップや講習会、国際パネ

ル申請に向けた打ち合わせなど、諸々の企画を発案・相談・実現した。これ以外にはオンライン型連

絡板をフルに活用し、プロジェクト全体で常時メンバー間の情報交換・意見交換を行っている。本年

度の大きな企画としては 2024 年３月に、トル・ヴェルガータ大学との共催による国際研究集会（ト

ル・ヴェルガータ大学）を二日間にわたり開催したことが挙げられる。 

 上記国際研究集会のあとには、政治哲学、とりわけ生政治に関する研究で高名なロベルト・エスポ

ジト氏（ナポリ哲学研究所）を、代表者中村と第５班のメンバーらで研究訪問し、「人新世」におけ

る人間性について、また生政治についての意見交換の機会を得た。本プロジェクトに関する令和 5 年



 

度のフォローアップ報告書（令和 6 年１月 15 日付け）では「ハビトゥスやセクシュアリティの多様

性については、さらに社会学者や法律学者の参加も期待される」と記されていたが、上述の通り、現

時点でプロジェクトメンバーは総勢 24 名であり、これに RA3 名が加わる。予算が極めて限られて

いる中で、これ以上のメンバーの追加は、むしろ、当初の研究計画を縮小せざるを得なくなる状況に

陥ることが懸念される。法という側面に関しては、本プロジェクトは企画の構想段階より、共同体の

「法」を免疫という観点から論じ、人間性を、言語やセクシュアリティから探求したエスポジト氏の

論考に深く示唆を受けており、このことは、本プロジェクトの研究班の構成にも如実に反映されてい

る。今回、そのエスポジト氏本人と直接面会し、同氏より、本プロジェクトの目的と趣旨に大いに賛

同を得たことは、本プロジェクトの目ざすところをより明確にするためにも非常に有意義であり、同

氏とは、今後も継続して研究交流を重ねることを約束した。 

 以下、本プロジェクトの４つの研究テーマに沿って研究活動を報告する。 

①理論 

1-1 班を中心にした活動（第 1 班グループリーダー：中村靖子） 

2022年11月1日に、名古屋大学大学院人文学研究科附属人文知共創センターが設立され、同人文学

研究科から助教ポストがセンターにつけられたことに伴い、当年4月より、鄭弯弯が助教として着任

した。鄭は文化情報学を専門とし、本プロジェクトメンバーとして正式に届けられ、理論班において

活躍することになった。 

理論の構築という項目に関しては理論班を中心に、１、理論班会議の開催、２、全体集会を基軸と

した他班との連携と協働による情報発信、成果発信という形で研究を進めた。 

1-1-1 班会議の開催 前年度にひきつづき、班員を中心とした会議（第2回：2023年７月1日、第3

回：2023年12月27日）を開催し、各自が担当する分野での最新の研究動向を紹介し合い、それらの応

用可能性について議論した。第2回会議では、本プロジェクトの理論的基軸となるアクターネットワ

ーク理論について、社会情報学を専門とする金より『科学技術のダイナミクスをマッピングする』

（1986）という文献の紹介を兼ねて「初期アクターネットワーク理論とテクスト分析」と題した報告

があり、アクターネットワーク理論におけるアクターの基本的な捉え方は、テキストマイニング分析

における語の捉え方と親和性が高いことなどが指摘された。続いて鈴木は「シャーレの中のLenia：

資源消費に基づく成長を伴うLeniaにおける、生物と環境の相互作用」と題し、シミュレーションを

用いた環境と生物の相互作用ダイナミクスの探求について、平田からは「社会学の科学認識論と社会

主義」と題した報告、田村からは「「熟議的な結婚」について」と題した報告があった。平田の報告

では、社会学の誕生による哲学の変貌として、自由主義、反動的ナショナリズム、社会主義という三

つの政治的イデオロギーの相互関係をふまえ、イデオロギー的論争を社会学として扱うマンハイム

の知識社会学などを紹介した。田村の報告では、「結婚」についてのフェミニズム／ジェンダー論の

見解を踏まえ、熟議民主主義論の立場から解釈された結婚としての「熟議的な結婚 deliberative 

marriage」の構想を提示した。大平（徹・健太）からは、共鳴と遅れという現象について，言語とし

ての数学はリズムや集団、遅れを記述するに長けている例が紹介され、またデータ分析から得られる

「関係性」は、必ずしも我々の日常的・物理的感覚とは一致しないことが紹介された。鈴木からは、

Lenia生物を例に、環境と生物の相互作用ダイナミクスについて報告された。鄭からは、現代の情報

処理機器の普及により、多様な分野で大量のデータが収集可能になったことで生じたデータ汚染の

問題に対して、ノイズ検知の最新の手法を紹介した。また、自然言語処理における分散表現の発展が

もたらす、テクスト研究の新たな可能性を示された。 



 

会議終了後の情報交換会では、今後、理論のより深い理解を促しメンバー間でこれを共有し、各研

究活動に組み込んでいく必要について話し合われた。これを受け、第３回全体集会では、当理論を専

門とする研究者を招聘し、セッションを行うこととした。また、鈴木より大規模言語モデルをベース

とした新しい分析モデルの紹介があり、これらを、文学研究に具体的にどう応用できるかについて議

論した。早速それを成果としてまとめたのが、論文46、47、講演16、19、34であり、これらはまさし

く共同研究の成果と言える。 

第3回会議では、中村が、鄭によりサポートを受け、センチメント分析を用いた文学作品の分析に

ついて報告し、鄭からは、データを分析する際に有効な変数を抽出する特徴選択の新たなモデルのた

め、解釈性と実用性を向上させること、及び語彙の豊富さの測定に関して語彙の多様性、密度（内容

語の割合）、洗練性（高度な単語）という三つの尺度を包括する新しい指標が提案された。鈴木から

は、大規模言語モデルを用いて自然言語表現と行動戦略を結びつけることで、人間の行動の根底にあ

る性格や嗜好のような、数理モデルで直接扱うことの難しい複雑で高次な特徴をモデルに組み込む

アプローチや、文化的な形質やその進化の表現に生成モデルを利用する試みについて報告された。大

平健太、大平徹からは、自己フィードバックの遅れにともなう共鳴現象を表現する遅れ微分方程式が

提案され、金からは、科学における知識生産のプロセスを相対化してきたSTSにいてANTがどのような

役割を果たしうるかについて話題提供がなされた。田村からは、情報化社会において、民主主義はい

かなる意味で「民主主義」であり続けられるのかという問いが提起され、その可能性について議論を

交わした。平田報告は、神学的な概念としての情熱(passion)に対する、科学的概念としての感情

(emotion)という語の確立に注目し、感情概念と社会との相互作用的な展開を分析した。 

これらの議論を踏まえ、第4回全体集会（2024年3月30-31日開催）では、これらの理論、概念、分

析法が、プロジェクトメンバーらの共同研究にどのような視座をもたらしうるかについての話題提

供をし、プロジェクトの今後の展望について意見を交わした。 

1-1-2 全体集会の開催 前年度に引き続き、メンバーのほぼ全員が対面で参加（一部オンライン参

加）する全体集会を2回開催した。本年度１回目、研究期間を通して第3回となる全体集会（2023年8

月27-28日開催）では、本プロジェクトが理論的主軸の一つとするアクターネットワーク理論の理解

をさらに深め、プロジェクトの活動に組み込んで展開させていくため、外部よりアクターネットワー

ク理論を専門とする研究者栗原亘氏を招聘し、「連関の社会学と共—存への問い：異種混成的な「しが

らみ」をめぐる記述と実践に向けて」と題した講演のセッションを企画した。討論の部では、第2班

と第5班の合同企画により、同じく外部より招聘した近藤和敬氏も参加し、社会学、哲学、政治思想

にまたがる広範で活発な議論が展開した。以下、2-2-2に詳述。 

第4回全体集会では、第3班の企画として、第2班、第3班のメンバーらに加え、外部からの講師を招

聘し、公開セッションを開催した。これについては，以下、2-2-2と、京都大学実績報告書4-2-4、5-

1にて詳述。 

 

1-2 班を超えた連携活動 

1-2-1 テキストマイニング講習会の開催 理論班は、理論的基盤の構築と並んで、さまざまな分析法の

提案を担っている。第1回は、第1班の鄭弯弯をインストラクターとして、第3班、第4班と協働して第

1回のテキストマイニング講習会（5月31日、京都大学）を開催した。その成果は、第3回全体集会に

おいて、2日目に「テキストマイニングのセッション」を設け、報告した。第2回講習会は、同じく鄭

弯弯をインストラクターとし、第2班、第3班と合同で開催した（2024年3月7日、名古屋大学）。今回は、



 

プロジェクトメンバーに限定せず、メーリングリストなどを通じて周知し、半公開とした。これらの実績を踏まえ、

以下、1-3-3で述べる叢書の第１巻は、テキストマイニングなど、データサイエンスと人文学の融合を目指すも

のとすることとした。（編集担当：鄭、国際共著） 

1-2-2 国際会議の開催（2024年３月14-15日、 

・トル・ヴェルガータ大学）本プロジェクトのこれまでの学際的共同研究

の活動をもっともよく示しているのが、国際会議「Anthropocene Calling: 

Human, Philosophy, Technology and Arts in the Age of Anthropocene」

である。これは、第5班を中心として企画・準備され、イタリア側からは、

トル・ヴェルガータ大学、ローマ・トレ大学、リスボン大学、ベルガモ大

学などから6名の研究者が集い、二日間にわたり研究報告を行った。登壇

者らの専門は、哲学、美術史学、美学・芸術学、西洋思想史、日本思想史、

認知神経科学、科学哲学など、多岐にわたった。（図１、京都大学実績報

告書5-1に詳述）（シンポジウム2、講演2、4、12、13、14、19） 

1-2-3 政治学関連の強化 本プロジェクトは、かねてより、政治学など社

会科学面の強化が期待されていたが、政治学の田村、フランス社会思想史の平田、アナキズム研究の

森らによる研究活動は本プロジェクトでも1つの軸をなしつつあ

る。加えて、上記のローマ国際会議に登壇したメンバーは、会議終

了後、フランス政治思想の大家ロベルト・エスポジト氏を研究訪問

し、今後も研究交流を続けていく道筋をつけた（図2）。エスポジト

氏の思想は、本プロジェクトの構想段階で大きな示唆を与えてくれ

たものであり、エスポジト氏との研究交流の道筋をつけたことは、

今後の展開に大いなる飛躍をもたらすものと期待できる。帰国して

からも、エスポジト氏とはメールなどでの交流を継続している。 

1-2-4 成果の発信 本プロジェクトのメンバーによる学際的共同

研究の成果として、ジャーナルや雑誌の特集へのメンバーらの寄稿、共著論文の発表、シンポジウム

の開催が挙げられる。メンバーの大平（英）が企画した国際査読誌Psychologiaの特集号Predictive 

Mind: From Neuroscience to Humanitiesでは、メンバーらの論文の論考9本（メンバー同士の共著を

含む、論文6、9、17、18、21、26、27、32、34）が掲載された（図3）。さらに、『現代思想』では感

情史の特集号が組まれ、3人のメンバーが寄稿した（感情史、フランス社会思想史、ドイツ文学、論

文37、47、49）（図4）。 

シンポジウムとしては、上記1-2-2に記載した国際会議の他に、中村（ドイツ文学）、岩崎（インド

哲学）、鄭（文化情報学）による企画として、名古屋大学文学部・人文学研究科秋季サロンにおいて、

「ハイブリッド人文学 スキルとツールの共進化」（2023年10月21日、名古屋大学）を開催した（シン

ポジウム4）。これについては、名古屋大学文学部同窓会誌『あおぎり』においても報告・紹介された。

さらに、研究協力者であるサイエンスコミュニケーター綾塚達郎の提案・企画により、名大カフェ第

100回 × 高等研究院ウェビナー「いつ、どこに意識は宿る——脳神経科学に問う、われわれの正体ー」

において、中村と大平（英）が報告を行った（司会：綾塚、2024年1月12日、名古屋大学）（図5）。こ

れは一般向けに公開されており、第2部は動画配信もなされている。 

先述のように、名古屋大学では、本プロジェクト推進のために、人文学研究科附属人文知共創セン

ターが設置され、これに関し、科学技術・学術審議会学術分科会人文学・社会科学特別委員会より依

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Human, Philosophy, Technology and Arts in the Age of Anthropocene 
International Conference 

March 14-15, 2024 

University of Rome Tor Vergata 

Dipartimento di Studi Letterari, Filosofici e Storia dell'Arte 
 

UNIVERSITÀ DI ROMA TOR VERGATA 

Macroarea di Lettere e Filosofia 

Via Columbia 1,00133 Roma, 

Sala Sabatino Moscati 

Thursday, March 14, 15.00-20.00 

Welcome Message 

Lorenzo PERILLI, Chair, Department of Humanities, Philosophy and Art History, 
University of Rome Tor Vergata 

Opening Remarks 

Yasuko NAKAMURA, Nagoya University 

Giuseppe PATELLA, University of Rome Tor Vergata 

Session 1 - Chair Tetsuya YAMAMOTO 

Yasuko NAKAMURA / Wanwan ZHENG (Nagoya University), What is Sentiment 
Today? Comparing Japanese Translations of Malte's Notebooks, Chapter XVIII 

Giuseppe PATELLA (University of Rome Tor Vergata), What’s Wrong with the 
Anthropocene? 

Hideki OHIRA (Nagoya University), Predictive Functions of Brain and Body as a 
Base of Human Mind 

Break 

 

Session 2 – Chair Roberto TERROSI 

Francesco CAMPAGNOLA (University of Lisbon), Anthropocene as Historico- 
Ontological Awareness: From Fūdo to Jōtai and back 

Hironari TAKEDA (Kyoto University), Naoya Hatakeyama and the Image of the 

Anthropocene 

General Discussion 

 
 
 
 
Scientific Direction 
Giuseppe Patella 
Yasuko Nakamura 

UNIVERSITÀ DI ROMA TOR VERGATA 

Macroarea di Lettere e Filosofia 

Via Columbia 1, 00133 Roma 

Sala Riunioni I piano 

Friday, March 15, 10.00-13.00 

Session 3 – Chair Giuseppe PATELLA 

Paolo D’ANGELO (University of Roma Tre), What Can the Landscape Do for the 
Environment? 

Atsushi OKADA (Kyoto Seika University), Ecology as Aesthetics: Humboldt, 
Haeckel, and Reclus 

Break 

Vincenzo CUOMO (Director Review "Kaiak"), Anthropocene under a Parasitic 
Perspective. The Long End of Neolithic Civilization and the Role of the Artistic 
Experimentations 

Ayako IKENO (Aoyama Gakuin University), Wind Direction in the Anthropocene 
Era: Political Conditions of Breaths in Art since 1960s 

Discussion and Lunch Break 

 
Friday, March 15, 15.00-20.00 

Session 4 – Chair Hideki OHIRA 

Mario VERDICCHIO (University of Bergamo - Technische Universität Berlin), 
Anthropocene: the Other Sociotechnical Blindness 

Tetsuya YAMAMOTO (Tokushima University), Enhancing Life with AI and ICT: An 
Interdisciplinary Approach in Clinical Psychology 

Roberto TERROSI (University of Rome Tor Vergata), Technocene 

Discussion and Break 

 
Session 5 – Chair Francesco CAMPAGNOLA 

Nozomu NINOMIYA (Kyoto University), Technological/Natural Allegory: Aby 
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頼があり、第12回同委員会において、中村が本プロジェクトの研究活動ならびにセンターの活動につ

いて報告を行った。委員たちからは本プロジェクトに対し、大いなる期待が述べられた。 

プロジェクトメンバーの

個々の研究業績については、

本報告書末尾の詳細なリス

トに挙げるが、これらはメン

バー間の共同研究の成果と

して、特記するものである。 

 

1-3 展望 

1-3-1 国際パネル 理論と

いう点において、またプロジ

ェクトを構成する5つの班の

連携、統合という観点から、

本プロジェクトの成果発信として、海外でも定評のある国際学会へのパネルを企画し、申請し、受理

された。具体的には、以下の2-2-2に詳しく述べるように、東西哲学会議（ハワイ大学開催、2024年

5月29日、中村（代表）、岩崎（第2班グループリーダー）、立花（第2班）、和泉（第3班）、大平（英）

（第5班））、ローマ国際哲学会議（岩崎（第2班グループリーダー）、立花（第2班）、和泉（第3班）、

ソニア・ザン（メンバー外、人類学）、マリオ・ヴェルディッチオ（ベルガモ大学、科学哲学、2024

年３月のローマ国際会議にも登壇））である。 

1-3-2 国際研究集会 2024年3月のローマ国際会議が、非常に有益であり、また好評を得たことによ

り、参加者たちの誰からも自ずと第2弾が要望され提案され、支持されたため、現在具体化を進めて

いる。2025年３月には，ベルガモ大学で開催するため、既に具体的に日時、会場を決定し、打ち合わ

せを重ねている。この研究集会は、「人新世」第2弾とし、日本側からは、本プロジェクトから、班を

超えた参加者を予定し、海外からもほぼ同数の参加者を予定している。参加するのは、文学、思想史、

言語哲学、美学・芸術学、美術史学、科学哲学、認知神経科学、臨床心理情報学、発達心理学、文化

情報学など、極めて広範な分野の研究者となる予定である。 

1-3-3 叢書刊行：全５巻、春風社刊、2024年度より、随時刊行、電子書籍も同時刊行 

 プロジェクト全体の成果発信として、叢書刊行を決定し、現在各巻の執筆者がほぼ決まり、執筆要

項を作成した段階である。執筆者には、RAを始め、メンバー外からも若手研究者に多く寄稿してもら

う企画となっている。また、分野を超えた「共著」論文や、国際共著を特徴とするものとなった。 

具体的な方針は以下の通りである。 

 5巻構成とする 

 各巻の主題は、本プロジェクトの軸である5つの研究項目に基づく 

 叢書全体の監修は代表の中村が務め、各巻の編者は、5つの研究項目を担当するそれぞれの研究

班のグループリーダーが務める。 

 各巻は，本プロジェクトの趣旨からして、また研究班の構成からして、おのずと班を超えて、

人文・社会科学・自然科学系を問わず、分野を超えた学際的なものとなる。 

 各巻には，若手育成を目的とし、若手の研究業績を蓄積する機会とするため、RAなど、有望な

若手研究者に声をかけ、これらの論考については査読制とする。 

 叢書の第1巻は、人文学のデータサイエンスとの融合をアピールするため、「テキストマイニン

グならびにデータサイエンスの人文学的活用の可能性」とする。（2024年度刊行予定） 
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 第2巻は、2023年度が生成AI元年と呼ばれる通り、これを正面から取り組んだ論考を集める。

（2025年度前半刊行予定） 

 第3巻は、本プロジェクトが海外の研究者との連携を強化するため、推進してきた数々の企画を

踏まえ、執筆言語を英語に統一し、執筆者の半数を海外研究者とした国際共著とする。電子書

籍としても発行するため、海外の研究者も容易に入手可能である。（2025年度後半刊行予定） 

 第4巻は、人間の根本に関わり、かつ、極めて社会性の高いトピックである「セクシュアリティ・

ジェンダー」を主題とし、執筆者についても、ダイバーシティを考慮した布陣とする。（2026年

度刊行予定） 

 第5巻は、プロジェクトを理論的に総括するものとして、プロジェクトが扱うトピックを理論的

に支える論考を揃える。この巻には、先述したロベルト・エスポジト氏との研究交流の一環と

して、同氏の論考を翻訳の上、掲載することとなり、具体化を進めている。（2027年度刊行予定） 

 各巻は，論考以外に「コラム」を設け、若手研究者らの研究成果発表の場を提供する。 

 

 以上のように、本プロジェクトは、各班単位での共同活動を基盤にしつつ、班をまたがった共同研

究の機会を積極的に作り、実践している。そもそも本プロジェクトの5つの研究班は、どの班も特定

の分野に偏らず、人文系、社会学系、自然科学系が配置された構成となっている。したがって、各班

の研究活動自体が既に学際的であり分野横断的なものとなるのであり、その上に、さらにトピックご

との連結により、多層的に展開していく構造となっている。既に共著論文、国際共著などの成果が出

始めており、これらが土台となって、今後はさらに拡大していくことが確実視される。その一例とし

て、鄭（第1班、文化情報学）が代表となり、中村（第1班グループリーダー、ドイツ文学、思想史）、

岩崎（第2班グループリーダー、インド哲学）を共同研究者として企画したプロジェクト「連続ワー

クショップ：データに基づいた統計・機械学習モデルの基礎と応用」が、令和6年度名古屋大学人文

学研究科プロジェクトに採択された。このプロジェクトが企画するワークショップは、文学部・人文

学研究科の学生や教員を対象としたものであり、この活動により、広く人文学にデータサイエンスを

活用する道筋をつけていくことができる。 

 

②自然と人間の相互関係史 

2-1 班を中心にした活動（第 2 班グループリーダー：岩崎陽一） 

自然と人間の相互関係史という項目については、第2班が中心となって展開した。第2班は人間・

社会・自然という三要素の相関関係を分析している。組織的研究も2年目に至り、役割分担が明確に

なった。伊東は自然に相関付けられる人間性を、高橋は非生物に対比される人間性を探求し、立花

はその人間性を倫理的観点から、また森はそれを政治的観点から社会的な概念に展開している。岩

崎はこれらの研究を統括して全体の指針を立てる役割を担うが、本年度は当初計画に従いアクター

ネットワーク理論（ANT）の導入を推進した。各班員の研究は順調に進展し、業績表にあるとおり成

果発表も行われているが、本班の課題を達成するにはそれらをANTにより連結することが必要であ

る。本年度は、8月の全体集会における森・近藤討論を通して、レディ・メイドなANTでは不十分な

点が明らかになった。（それは主に、倫理と道徳、階級と暴力に関するものである。）それへの対応

が来年度の国際学会に向けて検討されつつある。 



 

2-2 班を超えた連携活動 

2-2-1 第2班・第5班の共同企画 第3回全体集会における第2班と第5班の合同企画として行った

森元斎（本班）と近藤和敬（ゲスト・大阪大学）の討論セッションは、本班の活動における重要なマ

イルストーンでもあり、事前に班別勉強会を設けてから臨んだ。討論に

おいて近藤氏は「異律」という概念を導入して主体と客体の不確定性を

指摘し、そのような主体の相互行為の組織化として社会を捉える。この

議論が本班の活動にとって有益だったのは、それが、ANTの有効性を示

すと同時に、具体的な人間と社会を論じるうえで考慮すべき幾多の問題

を浮かび上がらせたことにある。森は革命運動における暴力を論じ、上

下のハイアラーキーという、ANTにおいて希薄な構造が暴力の本質に関

わるものとして提示された。これらの議論を通して、第２班の研究でANT

を応用する場合の問題点を明らかにすることができた。暴力の構造は、

第3班の和泉の言語哲学においても鍵となる要素であり、ここでの議論

は次に述べる次年度の国際学会でのパネル討論へと接続される。 

 2-2-2 成果発信 前年度に第2班を中心としたヒトと動物との関係

学会第29回学術学会におけるシンポジウム「どこまでが動物なのかー人文学から考える」（企画：伊

東、パネリスト：伊東、岩崎、池野、高橋、コメンテーター：南谷）が学会誌にまとめられた（図6）。 

2-2-3 国際パネル 第3回全体集会での議論を受け、第2班の活動を中心に、他班の活動と連携して、

次年度にふたつの国際学会でパネルセッションを申請することが決められた。ひとつは東西哲学者

会議（ハワイ）で、トラウマと癒しをテーマとしていることから、第1班の中村（精神分析）、第3班

の和泉（他害的発言の哲学）、第5班の大平英樹（心理学）が加わる。もうひとつは世界哲学会議（ロ

ーマ）で、科学技術社会論（STS）の問題に踏み込むため、第3班の和泉と、ベルガモ大からマリオ・

ヴェルディッチオ、NYからソニア・ザンが加わる。今年度はこのふたつのパネルの内容を詰めていく

ため、オンラインの研究会（10月5日開催）において大枠の方針を決め、引き続きSlackでの議論を継

続的に行った。第4回全体集会では東西哲学者会議の発表をプロジェクトメンバー全体に対してプレ

ゼンし、フィードバックを得た。これらふたつのパネルは、哲学的応用・実践を行う場合、班割りを

超えて個々のメンバーが「異律的」に相互行為を働かせることが有効であることを例証するだろう。

STS的問題を扱う本プロジェクトの活動自体がSTS的研究の対象として優れている、というのがSTS研

究者のソニア・ザンによる評価であった。 

2-3 展望 

 令和6年度の研究はふたつの国際学会パネルを大きな軸として進行する。これまでの成果を国際的

に問うことで、得られるフィードバックを期待すると共に、これを機会に海外に研究ネットワークを

拡げる。また、ANTの導入に続き、本プロジェクトのもうひとつの柱であるハビトゥス論の導入を試

みる。これらは、1-3-3で述べた叢書の第5巻にまとめられる予定である（編集担当：岩崎、国際共著）。 

 

図6 シンポジウム「どこま

でが動物なのか」の掲載 



 

③セクシュアリティの多様性 

3-1 班を中心にした活動（第 4 班グループリーダー：鳥山定嗣） 

セクシュアリティの多様性という研究項目については，第４班が中心的に担いつつ、他班を先導

している。令和5年度は、「ハビトゥスとしてのジェンダー」を批判的に検討する作業を各班員がそ

れぞれの観点（言語・文学・精神分析・進化心理学・生物学）から継続して進めた。2024年３月19

日の班別研究会（オンライン）および第4回全体集会では、各班員がそれぞれ

研究の進捗状況を報告し、知見の共有と討議を行なった。具体的には、フラ

ンス詩を通してみる言語のジェンダーと作家のセクシュアリティの関係性、

特に脚韻や韻律などの形式上の破格と同性愛の主題との関わり（鳥山）、簡潔

さのレトリックと女性差別の関連性、特に明治時代の日本における西欧のア

フォリズムの翻訳およびそこに見られるミソジニーの問題（ボーヴィウ）、現

代社会におけるメディアと「対象のモノ化」および「モノの対象化」という

問題、特にこの点に関するハイデガー、ドゥボール、アガンベン等の言説

をめぐる考察（立木）、進化心理学から見るセクシュアリティとジェン

ダーの多層的な関係性、特に自閉スペクトラム症に関する新たな説明方

法、性的マイノリティ・非典型的性分化とサヴァン傾向の関連性（坂

口）といった問題をめぐって討議した。 

 3-2 班を超えた連携活動 

3-2-1 合評会の開催 第3班との合同企画として和泉悠著『悪口ってな

んだろう』の合評会（8月16日、京都大学）を開催した（図7）。これには、

第1班、第3班、第4班、第5班からもメンバーが参加し、また、メンバー外

の若手研究者らも参加した。討論では、「悪口」および「差別」の構造につ

いて言語やジェンダーなどの観点から討議した。（京都大学実績報告書4-

2-2、本項目にも大いに関わるため、ジェンダーやセクシュアリティとい

う観点からここに特記） 

3-2-2 ワークショップの開催 海外の研究協力者との共同研究として、第

4班のボーヴィウと鳥山に加え、シャルル・ヴァンサン（フランス・ヴァラ

ンシエヌ大学）、ラファエル・ブラン（フランス・リヨン高等師範学校）、

ジュスティーヌ・ル・フロック（京都大学）を招き、ワークショップ「17

世紀〜21世紀のフランス文学におけるジェンダーと性」« Genre(s) et 

Sexualité(s) dans la littérature de langue française (17e – 21e siècles) »（5月26

日、京都大学）を開催した。互いの研究を紹介しあい、知見や問題点を共有するとともに、セクシュ

アリティおよびジェンダーの問題を考えるうえで歴史的な視座がいかに重要であるかを確認した。

（図8） 

3-3 展望 

今後の展望としては、1-3-3に述べた通り、これまでの共同研究の成果として、2026年度にセクシ

ュアリティとジェンダーに関する論集の刊行を予定している（編集担当：鳥山、国際共著）。来年度

はそれに向けて、他班のメンバーと連携するとともに、上記の海外研究者にも協力を仰ぎ、いっそ

図 7 合評会で取り上

げた和泉の著書 

図 8 ワークショップ「17世紀

〜21世紀のフランス文学に

おけるジェンダーと性」 



 

う多角的なアプローチからこの問題に取り組む。 
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2. 森元斎（著）．『死なないための暴力論』集英社インターナショナル, 2024 年 2 月，256 頁. 
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40. 鄭弯弯 (2023). ノイズに悩まされないで:シャドウデータに基づくラベルノイズ検出方法，第
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ブレイディみかこ〉, 集英社オンライン. 

52. 森元斎・ブレイディみかこ (2024). 「極右」でも「極左」でもない「極・中道」。ヨーロッパ
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○本事業で主催したシンポジウム等 （計 8 件） うち国際研究集会 計 1 件 

1. 特別企画セッション「生成AIと主体化するノンヒューマン―人間のようなものと感情のような

もの―」，第4回全体集会，名古屋大学，2024年3月20日． 

2. Anthropocene Calling Human, Philosophy, Technology and Arts in the Age of Anthropocene, 

University of Rome Tor Vergata, 2024年3月14-15日. 

3. テキストマイニング講習会，名古屋大学，2024年3月7日． 

4. ハイブリッド人文学－スキルとツールの共進化－，2023年度文学部・人文学研究科秋季サロ

ン，名古屋大学東山キャンパス，2023年10月21日． 

5. 「17世紀〜21世紀のフランス文学におけるジェンダーと性」，第４班のワークショップ，京都

大学，2023年5月26日． 



 

6. 「第3班第4班合同セッション」，第3回研究集会，名古屋大学，2023年8月27日． 

7. 「第 2 班第 5 班合同企画」，第 3 回研究集会，名古屋大学，2023 年 8 月 28 日． 

8. テキストマイニング講習会，京都大学，2023年5月31日． 

○ホームページ   https://a3hsn.org/ 
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プログラム名：学術知共創プログラム 

研究テーマ名：人間・社会・自然の来歴と未来：「人新世」における人間性の根本を問う 

実 施 機 関：国立大学法人京都大学 

研究代表者又は分担者氏名：南谷奉良 

 

１．業務の実施日程 

研究項目 
4

月 

5

月 

6

月 
7月 8月 

9

月 

10

月 
11月 

12

月 

１

月 
2月 3月 

④言語獲得と主体

化プロセス 

(全期間を通して：

資料収集，実験準

備・実施、論文執

筆） 

読

書

会 

テ
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ス

ト

マ

イ
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習

会 
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会 
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会
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ロ

ボ
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視

察 

 
国

際

パ

ネ
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打

ち

合

わ

せ 

 

読書

会 
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

共

催 

 
班別

会議 

読

書

会 

全 

体 

集 

会 

 

テ

キ

ス

ト

マ

イ

ニ

ン

グ

講

習

会 

 

叢

書

刊

行

打

ち

合

わ

せ 

国

際

研

究

集

会 

 

第 

4 

回 

全 

体 

集 

会

／

公

開

特

別

企

画

セ

ッ

シ

ョ

ン 

⑤生政治とアート 

(全期間を通して：

理論研究、実験研

究、芸術研究） 

        

 ＊名古屋大学と京都大学では融合的に活動を行っているため、各大学より提出する実績報告書で

は、研究項目、図などは通し番号とした。  

 

２．業務実績の説明 

④ 言語獲得と主体化プロセス 

4-1 班を中心にした活動（第3班グループリーダー：南谷奉良） 

4-1-1 班別会議ならびに特別会議 言語獲得と主体化プロセスという項目については、第３班が

中心となって展開した。第3班は、各班員は資料収集、実験準備・実施、論文執筆・投稿、国内／国

際学会発表を行いながら、各自の専門領域を班員に共有すると同時に、専門外の知見を自身の研究

に導入することに努めた。例えば年2回の班別会議（2023/7/31, 2024/2/21）の他には、2024年4月

から正式に第3班の班員となった宮澤和貴が主催者となって第3班特別会議「ロボット視察（@大阪大

学長井研究室）」（2023/9/18）を行い、個人の主体化における脆弱性の意義の追求、ロボットの言語

獲得モデル、ChatGPTを用いた研究内容が班員に共有された。業績発信という点では、池田の論文が

査読付き国際誌に採択され、和泉が翌年度に、2つの国際会議に登壇することが決定した点でも、順

調な進捗を見せている。 

4-1-2 公開オンラインイベント読書会の開催 2023年度には、専門知の社会還元を図る目的で本プロ

ジェクトの共催企画で南谷が主催しているAIを活用した公開オンラインイベント「終わらない読書

会―22世紀の人文学に向けて」を計5回開催したが（2023/4/21、7/28、9/29、11/24、2024/3/15）、

 

 
 



 

若手研究者ネットワークを拡大する上で大きな意義があった。例えば生成AIの応用可能性と諸問題

についてフォローアップしていくため、「孤独とロボット」の問題を研究しているソニア・ザン（大

阪大学人類学部招聘研究員）に、関連ニュースのリスト化と年表化を進めてもらっており、そのリス

トを読書会の第一部で使用することができている。第5回読書会ではイシグロやマキューアン、ウェ

ルベックの小説を扱い、AIロボットやセックスロボット、クローンの社会問題を取り上げ、ツァラを

扱った第6回では生成AIによる作詩の可能性を議論した。また若手研究者の登用という点では、第2回

の講師を務めたイシグロを専門とする肖軼群（京都大学博士後期課程）が、現在進めている叢書執筆

に参加することになった。第7回では、イシグロの『クララとお日様』を再読し、宮澤が講師を務め、

コメンテーターにはロボットと感情モデル及び感情分化の研究を行っている日永田智絵（奈良先端

科学技術大学院大学）が登壇した。文学研究者ではなくロボット研究者がロボット小説を読解すると

いう本プロジェクトにとって本質的なコンセプトである文理横断的な試みを行った。オンライン読

書会という開催形式は人文学の伝統と方法論にもとづいて専門知を共有できる上で利点が多く、実

際に読書会の登録者数が300名を超えた点も大きな成果の一つであった。 

4-2 班を超えた連携活動 

4-2-1 テキストマイニング講習会の開催 2023年5月31日には鄭弯弯を講師として、第4班グループ

リーダー鳥山定嗣と３班の南谷・和泉が中心となって、テキストマイニング講習会を開催し、テキス

ト整形にはじまり、特徴的な語彙を視覚化するワードクラウド、語彙の豊富さ、主成分分析の方法を

習得し、各自の研究課題内容を共有した。同講習会では、和泉・鳥山・南谷の研究において、ジェン

ダーやセクシュアリティ、悪口及び代名詞を含めた「他者の呼称」の問題が共通点として顕在化した。

第2回の講習会は、2024年3月7日に名古屋大学で開催し、南谷も参加した。（名古屋大学実績報告書1-

2-1にも記載、本研究項目に特化した観点よりここに記載） 

4-2-2 合評会の開催 上記を受けて、8月16日には、第3・4班合同企画として『悪口ってなんだろ

う』（和泉悠著, 2023年）の合評会を開催した。ここでは、和泉が提唱する「ランキング／劣位化説」

をもとに、セクシュアリティとジェンダーに関連した悪口、マイクロアグレッションや自虐の問題か

らドーパミン回路と悪口の依存性まで、幅広い議題に関して議論を行った。この「悪口」に関連する

形で宮澤と池田がそれぞれ進めている「ポジティブ／ネガティブなプロン

プトによるChatGPTへの影響」及び「ChatGPTがヒトの意思決定」の研究内容

が契機となり、全体研究集会（2023/8/27-28開催）で南谷が行った発表「登

場人物の呼称と「悪態」からみる『クララとお日さま』――テキストマイニ

ングとChatGPTによる応用的読解」に結実した。（名古屋大学実績報告書3-

2-1、本研究項目の点に特化した観点よりここに記載） 

4-2-3 シンポジウム企画 2023年12月10日には、南谷が京都大学文学部の

公開シンポジウムで「生成AIの可能性と諸問題―未だ生成されざる学知へ

向けて」のオーガナイザーとなり、第５班の山本哲也を招聘した（図9）。

全体では英文学、科学技術史、認知神経科学・臨床心理学、地理学、文化

越境研究における生成AIの実践を通して、この新興技術の学術的応用を学

際的に検討した。山本による「生成AIによるメンタルヘルスケア」の可能

性及びChatGPTによるポジティブな反応を返す対話型エージェントの研究は、第3班の和泉、宮澤、池

田と関連する分野でもあり、このシンポジウムをもって新たな接点が生まれたと言える。 

図 9 公開シンポジウ

ムで「生成 AIの可能性

と諸問題―未だ生成さ

れざる学知へ向けて」 



 

４-2-4 公開セッションの企画 上述したオンライン読書会の第7回で登壇した日永田には、第4回全

体集会（2024/3/30-31）のセッション2「生成AIと主体化するノンヒューマン―人間のようなものと

感情のようなもの」で研究発表を依頼した。同セッション内では、ヒューマンエージェントインタラ

クションを専門とする高橋英之（第2班）がロボットと物語を主題として報告をし、「感情の歴史学」

を専門とする伊東剛史（第2班）がコメンテーターを務めたことで、生成AIとロボット、痛み・悪口、

感情に関する研究が、班を越えて、また文理の境界を越えてリンクする機会となった。 

 

４-3 展望 

上記のように、言語獲得と主体化プロセスという項目に関しても、第3班を中心として研究活動は極め

て順調に進んでいる。実際、ロボット、生成AI、痛みと可傷性、悪口やネガティブな発言、感情や情

動、主体化と言語獲得といった研究モチーフを通じて、研究者ネットワークを広げながら、人文科学

と自然科学の専門知を研究者と社会のなかで共有する成果と方法論を生み出すことができている。

特に新興技術である生成AIは学問的な課題が山積しており、単一のディシプリンやルールによって

研究と運用が支配的にならない「柔らかな均衡」を実現していく上で、今後も重要な研究課題になる。 

これらの成果は、名古屋大学実績報告書の1-3-3に記載したとおり、本プロジェクトが企画する叢書

の第２巻としてまとめ、2025年度前半に刊行予定である（編集担当：南谷）。 

⑤生政治とアート 

5-1 班を中心にした活動（第5班グループリーダー：武田宙也） 

生政治とアートという項目については、第5班が中心となって活動を展開しており、本年度も、理

論研究・実験研究・芸術研究を中心に活発に研究を進めた。以下では、それぞれの項目ごとに概要

を記述する。 

5-1-1 理論研究 

 本項目の理論研究に関しては、古典的な生政治論を踏まえつつ、本研究全体のテーマに合わせた応

用可能性を探った（非人間的なものの生政治論の文脈への位置づけなど）。従来、フーコーの生政治

論において統治の対象として考慮されているのは人間のみであると考えられ、「新しい唯物論」等の

議論においては、こうした点がフーコーの限界（「人間中心主義を超えられていない」）として指摘さ

れることが多かった。一方で近年、フーコー論・生政治論の分野で、フーコーの生政治論にひそむ「人

間以上のもの」へのまなざしに注目する研究がいくつか見られるようになってきた。このうち、本年

度はとくにCary Wolfe、Kristin Asdal、Thomas Lemkeの議論について検討を行った。 

5-1-2 実験研究 

 生政治概念に基づいた実験研究を進めた。具体的には、身体内部の知覚として定義されてきた内受

容感覚を、脳と身体の双方向的なモニタリングと制御のメカニズムであると再定義し、そこから得ら

れる示唆を検討した。また、VRやAI、ロボティクスといった技術が、生政治的状況において有する意

味について検討し、おもに臨床心理学の観点からその可能性と限界の検証を試みた。 

5-1-3 芸術研究 

 芸術研究に関しては、日本の現代美術家、三上晴子の鍵概念である「被膜」について検討した。こ

れは人間を守ると同時に危険な物質を閉じ込めておく機能を果たす薄い膜のことである。人類は生

きていくためにさまざまな人工被膜を必要とする。三上の被膜モデルは、ペーター・スローターダイ

クの言う「泡」（近代において個人や共同体が作り出した、自らを他者から隔離する空間）に似てお



 

り、大気と環境をめぐるポリティクスを再考するうえでクリティカルなものとなる。また、畠山直哉

の写真作品の研究を通じて、人新世のイメージについて検討した。畠山は、さまざまな自然や人工物

が織りなす壮大な光景をパノラミックに捉えた写真で知られる写真家である。畠山には、自然と人間、

あるいは自然と技術のあいだに区別を設けず、両者をフラットに見る視点があり、彼の芸術にもそれ

があらわれている。本研究では、畠山の作品を通じて、人新世における自然と人間の関係が、いかに

芸術的に表現されうるのかを探った。 

 

5-2 班を超えた連携活動 

5-2-1 第２班・第５班の合同企画 第3回全体集会の2日目（8月28日）に、第2班と第5班の合同企画と

して自然哲学の再考をテーマとしたセッションを行った。第5班の武田が司会を務め、『人類史の哲学』

を刊行予定の近藤和敬（大阪大学）をゲストに迎え第2班の森とともに発表を行った。近藤の発表は、

自律と他律という二項対立を調停するものとして、自他未分の「異律」という新たな概念を提唱し、

この異律の原理を検討するものであった。また森の発表は、自然認識と実在をめぐってかわされたデ

ヴィッド・グレーバーとエドゥアルド・ヴィヴェイロス・デ・カストロの論争を再考するものであっ

た。両氏の発表後には、本プロジェクトの理論的支柱となるANT理論ともかかわる二つの発表をめぐ

って活発な質疑がかわされた。（名古屋大学実績報告書2-2-1） 

5-2-2 第３班特別会議への参加、第３班グループリーダー企画のシンポジウムへの登壇 山本は、2023

年9月18日に大阪大学で行われた第3班の班別会議（大阪大学長井研究室のロボット研究環境の視察）

に参加し、ChatGPTを用いた研究について発表を行った（本報告書4-4-1）。これらの活動を受けて、

第3班の南谷がオーガナイザーとなり2023年12月10日に行われたシンポジウム（「生成AIの可能性と

諸問題―未だ生成されざる学知へ向けて」）にも山本が参加し、「生成AIによるメンタルヘルスケア」

の可能性及びChatGPTによるポジティブな反応を返す対話型エージェントの研究について発表を行っ

た。（本報告書4-2-3） 

5-2-3 成果発信 本年度の成果で特筆すべきものとしては、2024年3月14日から15日にかけて、イタ

リアのローマ大学トル・ヴェルガータ校にて開催した国際会議「Anthropocene Calling: Human, 

Philosophy, Technology and Arts in the Age of Anthropocene」が挙げられる（シンポジウム2、

講演2、4、12、13、18）。本シンポジウムは、タイトル通り、「人新世」という巨大な問題系を多面的

な観点から検討する場として設けられ、議論の俎上に載せられた主題は自然、技術、言語文化、芸術

と多岐にわたった。日本からは第5班のメンバーに加えて代表の中村、それから京都大学名誉教授の

岡田温司が、イタリアからはローマ大学トル・ヴェルガータ校を中心とする研究者たちが参加した。

2日にわたったシンポジウムは両日とも聴講者に恵まれ、非常に活発な質疑が交わされた。（名古屋大

学実績報告書1-2-2、図１） 

 上記国際シンポジウムとは別に、今回のイタリア訪問では、イタリア出身の世界的哲学者ロベル

ト・エスポジトとの会談も実現した。第5班の主要トピックである「生政治」は、彼の仕事が着想源

の一つになっている。われわれは、かつて彼が所長を務めていた「イタリア哲学研究所」を訪れた後、

エスポジトの自宅に招かれ会談を行い、今後も研究協力を継続していくことを確認した。（名古屋大

学実績報告書1-2-3、図2） 

本国際会議では、第５班のRAである二宮も研究報告を行い、その後のエスポジト訪問にも参加し、

一連の企画は若手研究者の海外における活躍の場としても大いに有意義であった。（講演12） 



 

5-3 展望 

上記のように、「生政治とアート」という項目に関しても、第５班を中心として、本年度も精力的

に研究活動を行い、大規模な国際シンポジウムをはじめとする成果を生み出してきた。また、第2班

とともに自然概念の検討を行ったり、第3班とともにロボットやAIの可能性を考えたりという形で、

班を超えた活動にも意欲的に取り組んだ。これらの学際的共同研究の成果は、名古屋大学実績報告

書1-3-3に記載した通り、本プロジェクトが刊行する叢書の第３巻として刊行予定である（編集担

当：武田、執筆言語：英語、国際共著、2025年度刊行）。 
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